
 

A genome-wide association study for highly sensitive cardiac troponin T levels 
identified a novel genetic variation near a RBAK–ZNF890P locus in the Japanese 
general population. 
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【研究のポイント】 

・東北メディカル・メガバンク（TMM）計画の健康調査参加者 4,681 人を対象として末梢血のゲノム

ワイド関連解析(GWAS)を実施し、心血管疾患と密接に関わりがある血清高感度トロポニン T 値

に関わる特異的な遺伝子について探索しました。 

・ 高感度トロポニン T 値は RBAK 遺伝子と ZNF890P 遺伝子の間の領域にある多型

（rs7798496; C と T の違い）と関連することがわかりました。 

・ この多型を持つと、心血管疾患リスクが高いことも同時にわかっており、生まれ持っての心血管疾

患の発症リスクを事前に把握できる可能性があります。 

 

【概要】 

 高感度トロポニン T＊1は主に急性心筋梗塞の発症時に使用されるバイオマーカーですが、

昨今、健常者における高感度トロポニン T 値がその後の心血管疾患発症のリスクに関わりが

あると報告され、当機構でも過去に同様の報告を行なっています(高橋祐司ら：Biomarkers. 



2019. 24 : 566-573.)。健常者における高感度トロポニン T 値に関わる因子として遺伝子多型

が注目されており、海外の人種を対象とした研究が過去に報告されています。しかし、多型の

頻度は人種によって大きく異なり、日本人を含むアジア人を対象とした高感度トロポニン T 値

に関わる多型は報告されていませんでした。 

そこで本研究チームは、日本人を対象とした TMM 計画の参加者 4,681 名の方から提供

いただいた血液中の遺伝子情報と高感度トロポニン T 値および生化学・血算データを用い

て、ゲノムワイド関連解析＊2を行いました。その結果、RBAK 遺伝子と ZNF890P 遺伝子の間

にある多型 rs7798496（C と T の違い）が高感度トロポニン T 値と密接に関わりがあることわか

りました。rs7798496 は血管炎症に関わるタンパクである AP-1 の遺伝子発現と関連のある多

型で、心臓の機能障害や動脈硬化の進展に関わるとされています。また、日本人における心

血管疾患発症リスクの評価に用いる吹田スコア＊3は rs7798496 の多型によって明らかな違い

があり、心血管疾患発症リスクに直接的な影響を与えることが示唆されます（図）。 

 

  
図：rs7798496 における遺伝子多型と吹田スコアとの関連 

rs7798496 に遺伝子多型(T allele)が存在する（図左）と有意に吹田スコアによる心血管イベント

のリスクが増加しました。 

【まとめと展望】 

 本研究では、一般健常者における高感度トロポニン T 値に関わる遺伝子多型について探索

しました。その結果、rs7798496 で明らかな有意差を持つことがわかりました。将来的にこの部



位の遺伝子多型を調べることで、若年から心血管発症リスクが高いと判断し、脂質管理などの

心疾患リスク因子を厳格にコントロールすることで重大な心血管疾患発症の予防に繋がること

が期待されます。 

 

【用語解説】 
 

＊１高感度トロポニン T 

血清トロポニン T とは心筋細胞の構造フィラメントという分子上に存在するトロポニン T が心

筋障害時に血液中に漏れ出たものです。2011 年に高感度な検査アッセイが使用可能とな

り、より鋭敏な結果返却が可能となりました。一般的に臨床の現場では、急性心筋梗塞の超

急性期に用いられています。 
＊２ゲノムワイド関連解析 

ヒトゲノム全体をほぼカバーする 1000 万カ所以上の一塩基多型（SNP）のうち、主に SNP

の頻度と、病気や量的形質との関連を統計的に調べる方法のことをいいます。 
＊3吹田スコア 

日本国立循環器病センターが提唱する心血管発症予測スコアです。年齢・性別・コレステロ

ール・糖尿病・血圧などから将来の心血管疾患発症リスクが算出されます。 
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